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令和５年１０月１０日発行 

＜第２５号＞ 

時の経つのは早いもので、令和５年度も半分を過

ぎ、今日は前期の最終日となりました。 

５校時には終業式を行い、校長からは、「学期末に

当たり、今年度前半の学習や生活を振り返ったこと

と思うが、「振り返り」は、「反省」や「感想」とは違

う。「失敗したことを修正する」ための「改善点」や、「こうしたらよかった」という「成功要因」を見つけ、行動を

変えることが大切である。後期は見つけた改善点や成功要因を基に行動を変え、成果が自覚できれば、モチ

ベーション（やる気）も向上できるだろう。」ということをお話しさせてもらいました。 

学校では、大きな行事の多くが前期に集中しています。その分、生徒たちにはたくさんの思い出ができたものと

思いますが、こうした充実した前期の生活で得たものを後期の学校生活に生かし、つなげることが折り返しの後

半に向けて大事なことではないかと思います。 

今日、生徒たちは通知表と、保護者の皆様への「通知表の見方について」という通知を持ち帰っております。前

期の学校生活の記録でもある通知表を通して、ご家庭でも「振り返り」をしていただけると幸いです。 

明日からの秋休みをはさみ、１６日(月)からは後期が始まります。短い秋休みですが、心身ともにリフレッシュし、

元気に後期のスタートを切ることができたらと思います。 

  10月7日(土)に開催された西中祭の一般公開には、たくさん

の皆様にご来場いただき、誠にありがとうございました。 

  当日は、予報に反して朝から快晴となり、天気も私たちに味方

してくれたようでした。今年は、新型コロナが５類に引き下げられ

たことにより、生徒のご家族や地域の方はもちろん、職員のご家

族や、今はこの地域に暮らしてはいないが、西中祭のことを知っ

て久しぶりに学校を訪れたという卒業生（校長の教え子でした）も来校してくださり、２００名近くのお客様を幅広く

お迎えできたことを大変嬉しく思っています。 

ステージ発表でもConnectタイムでも、生徒たちが自分の役割を真剣に果たしている姿を見ていただけたものと

思いますが、今回「Connect～心を１つに全力疾走～」という生徒会テーマと、「Are you ready?～手を取り合っ

て最高の思い出を～」という西中祭テーマの下、生徒たちは各部門で事前準備と当日の活動に懸命に励みました。

当日はステージ発表と部門活動の掛け持ちはもちろんのこと、撤去作業の際には自分の部門以外の作業も互いに

手伝い合うなど、まさに心を一つにした素晴らしい頑張りは、生徒たち、お客様にとって大きな思い出となったものと

思います。 

この一般公開に先立って、６日(金)には、開祭式、予行、前日祭が行われました。午後に行われた前日祭は、実行

委員が計画した楽しい企画が盛り沢山で、全校みんなで大いに盛り上がりました。内容が盛り沢山になってしまい、

予定の時間を大幅にオーバーしてしまい、生徒の下校が遅くなってしまったことをお詫び申し上げます。 

撤去作業終了後の閉祭式では、部門ごとの振り返りを行いましたが、生徒たちの振り返りカードの「がんばり度」

は全員「A」評価でした。各部門長の挨拶で

も、しっかり準備をして、お客様に楽しんでい

ただけたことに満足しているという声が多く

聞かれました。一人一人の心に深く刻まれた

今回の西中祭を今後の学校生活にもつな

げてほしいと願っています。 

最後に全校で記念写真 



 

実行委員の寸劇でスタート 

各部門の準備の様子を 
スライドで紹介 

「学年対抗大縄跳び」「部門対抗クイズ“この人は誰でしょう”」 
「有志によるステージ発表」「大抽選会」と盛り沢山のプログラムで大いに盛り上がりました 

本番のリハーサルを 
全校で見合いました 

部門ごとの振り返りと各部門
長の挨拶、テーマやポスター
イラストのお礼をしました 

各部門でお客様との 
ふれ合いが見られました 

吹奏楽部の演奏 

各学年の「総合的な学習の時間」の発表 

ステージ発表のフィナーレは全校合唱 

学
年
合
唱
発
表 

英語暗唱弁論 


